〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１号
　平成２５年２月１３日第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２５年１月２９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
〇　会　　期
　　平成２５年２月１３日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　内　　田　　達　　浩　　　　　　　　　８番　　　武　　井　　　　　誠

不応招議員（なし）

平成２５年第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２５年２月１３日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議案第１号　坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正

　　　　　　　　　　　　する条例制定の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第５　議案第２号　平成２４年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件　　

　日程第６　議案第３号　平成２５年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件　　　　　　　　　

　日程第７　議案第４号　埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について　　　　

　日程第８　議案第５号　埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約

　　　　　　　　　　　　変更について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第９　閉会中の事務調査について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第10　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　内　　田　　達　　浩　　　　　　　　　８番　　　武　　井　　　　　誠

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　市　　川　　なお美　　　　　　　消防長　　　石　　井　　利　　幸

　　　管理者
　　　次　　長　　　田　　畑　　美紀雄　　　　　　　次　　長　　　加　　藤　　公　　司

　　　次　　長　　　小　　川　　泰　　人　　　　　　　予防課長　　　長　　澤　　之　　幸

　　　警防課長　　　宇津木　　三十夫　　　　　　　指令課長　　　長谷川　　正　　夫

　　　鶴ヶ島
　　　　　　　　　　小　　島　　一　　男

　　　消防署長

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　齊　　藤　　清　　巳

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　宮　　﨑　　準　　也

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成25年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　本日、平成25年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対し、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、ご多用の中、石川管理者、藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、御礼を申し上げる次第であります。

　　本日は、「平成25年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」をはじめ５議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決を賜りますとともに、議事の運営につきましても格別のご協力を賜りますようお願い申し上げまして、開会のご挨拶といたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　直ちに本日の議事に入ります。

　　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　１　番　　鈴　　木　　友　　之　議員

　　２　番　　松　　村　　和　　子　議員

　の両議員を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成25年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第１号）
〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　はじめに、監査委員より平成24年10月分から12月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第５号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第８・議案第５号・「埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第５号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定の件」から日程第８・議案第５号・「埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について」までを一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。

　　それでは、ただいま議題となっております議案第１号から議案第５号までの５件につきまして一括して提案理由のご説明を申し上げます。

　　まず、議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定の件」についてでありますが、職員の勤務時間のうちに置くこととされておりました休息時間を廃止したいので、この案を提出するものであります。

　　次に、議案第２号・「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」でありますが、歳出におきまして、電気、ガス等の値上がり等に伴います光熱水費に不足が生じたため、必要な措置をいたすものであります。

　　なお、歳出に見合う財源といたしましては、現行の予算の範囲内で調整をいたした次第であります。

　　次に、議案第３号・「平成25年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」でありますが、平成25年度一般会計予算につきましては、本組合の構成市であります坂戸市及び鶴ヶ島市を取り巻く極めて厳しい財政状況を十分認識し、財政の健全性を堅持しつつ、市民生活の安心・安全を確保するため、災害に強いまちづくりの実現を目指して、総合的で広範囲にわたる消防防災体制の整備確立を図るため、事務事業を計画的に執行することを基本とし、予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ23億7,718万4,000円といたしました。これは前年度当初予算と比較いたしますと、5,431万2,000円の減となっております。

　　はじめに、歳出予算計上額の主な内容につきまして申し上げますと、まず、議会費及び監査委員費につきましては、報酬のほか一般経常的経費を計上するとともに、一般管理費につきましては、組合の財産管理上必要とする経費及び事務執行に要する経費が主な内容であります。

　　次に、常備消防費につきましては、職員の給与費と職員研修事業、その他事務・事業の執行上必要な経常的経費でありますが、25年度も24年度に引き続き、市民参加による防災意識の普及・高揚を図るため、防火・防災講習会の開催、ひとり暮らし・寝たきり高齢者宅の防火指導をはじめ、火災による死傷者の大半を占める住宅火災を未然に防止するため、住宅用火災警報器の設置促進事業及び住宅防火モデル地区指定事業を推進するとともに、事業所を対象とした防火対象物・危険物施設等の防火査察を実施し、火災予防の推進を図ってまいります。

　　また、救命率の向上を図る目的から、救急救命研修所へ２名の職員を派遣し、資格取得の促進を図るとともに、気管挿管・薬剤投与など救命士の処置範囲拡大に伴う研修等に派遣し、高度救急体制の充実強化に努めてまいります。

　　さらに、市民・学校・事業所等を対象としたＡＥＤの取り扱い方法を含む救命講習等、応急手当の普及啓発事業を積極的に推進してまいります。

　　次に、非常備消防費の坂戸市消防団費及び鶴ヶ島市消防団費でありますが、主なものは、団員の報酬のほか、団の運営に要する経費であります。

　　次に、常備消防施設費におきましては、地域住民の安全を確保すべく、現有資機材の有効活用を図りながら消防需要の増大に的確に対処するため、来年度は、消防本部の庁用車並びに坂戸消防署の救助工作車及び鶴ヶ島消防署の高規格救急車を更新配備し、さるなる消防力の強化を図ります。

　　次に、坂戸市消防施設費及び鶴ヶ島市消防施設費におきましては、40立方メートル級防火水槽それぞれ２基分の新設工事費等のほか、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金等であります。

　　これらに見合う歳入といたしましては、坂戸市及び鶴ヶ島市の負担金が主でありますが、その他、組合債、繰越金等を計上し、収支の均衡を図った次第であります。

　　以上、平成25年度予算の主な内容を申し上げましたが、必要最小限の経費をもって効率的な財政運営を図ることを基本とし、消防施設の計画的充実と、消防職・団員の資質の向上に努め、消防防災体制を整備・確立してまいりたいと存じます。

　　次に、議案第４号・「埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について」でありますが、平成25年３月31日をもって、埼玉県市町村総合事務組合から久喜地区消防組合、埼玉西部広域事務組合及び加須鴻巣学校給食センター組合を脱退させることについて協議したいので、地方自治法第290条の規定により、本案を提出した次第であります。

　　次に、議案第５号・「埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について」でありますが、平成25年４月１日から、埼玉県市町村総合事務組合に、埼玉西部消防組合及び埼玉東部消防組合を加入させること並びに埼玉県市町村総合事務組合規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第290条の規定により、本案を提出した次第であります。

　　以上、議案第１号から議案第５号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定の件」につきまして質疑を行います。

　　今回の休息時間の廃止の問題は、鶴ヶ島はもう数年前から廃止しているので、その点についてはわかるのですけれども、今、全県、全国での状況についてをご説明願い、ご答弁願いたいと思います。

　　また、消防組合というのは労働組合をつくることはできないという観点から、しかし職員の方についての深くかかわりがある問題なので、やはりきちっとした徹底した説明がされているかどうかという、この２点についてお伺いしておきます。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　お答え申し上げます。

　　ただいまのご質問２点のうちの１点目でございますが、全国の状況ということにつきましては、ちょっと手元に具体的な数字が出ておりませんので申しわけございませんが、新聞報道等によりますと、全国でも休息時間が残っているのは数少ないというふうな状況でございまして、その中でもたしか埼玉県が市町村的には一番多かったというふうな状況だったと思います。そんな中で、構成市であります鶴ヶ島市のほうは既に廃止をされている、また坂戸市においてもここで廃止をというようなことで話がありましたものですから、当組合といたしましてもそれに倣ってここで廃止をさせていただくというものでございます。

　　また、２点目の職員に周知をされているかということでございますが、具体的内容から申し上げますと、日勤者につきましては、構成市に倣いまして、あるいはまた他の一部事務組合とも調整を図りまして、現在の勤務時間、午前８時30分から午後５時までのものを終業時刻を午後５時15分ということで15分間延長をさせていただきます。

　　また、隔日勤務者につきましては、現行の８時半から翌朝の８時半までという24時間体制。この体制は維持しつつ、また睡眠時間等にも影響を与えないように、昼の休憩時間を45分間にするということで、これは現場の職員につきましても意見を吸い上げて調整をさせていただいて、そのようにさせていただいたものでございます。

　　したがいまして、職員個々にいろいろとその意見を聞いた上での判断ということでご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。

　　職員の皆様には徹底して意見もお聞きして、その結果の今回の廃止というような中身になっていると思うのですが、仮眠時間とか、いろんな消防でのまた特別な問題もございますが、そういったものについてはどのように配慮していくのかということについてお尋ねしておきたいと思います。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　お答え申し上げます。

　　ただいまのご質問でございますが、先ほどもご説明いたしましたように、隔日勤務者につきましては、特に夜間の出動等もある関係から、なるべく睡眠時間等には影響を与えないように、昼の休憩時間を45分というようなことで、日勤者とは若干異なるのですが、職員の意見も尊重いたしまして、そのように活動あるいは健康管理等に支障が生じないようにそのような配慮をさせていただいたものでございますので、ご理解いただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　そのほか何か。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第１号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第２号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第２号・「平成24年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第１号）を定める件」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第２号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第３号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第３号・「平成25年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」に対する質疑に入ります。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。平成23年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件について質疑を行います。

　　　　（「25年度」の声）

〇１番（鈴木友之議員）　失礼。25年度の予算を定める件について質疑を行います。

　　予算書の16ページの携帯・ＩＰ電話発信地表示システムの借上料についてですけれども、この事業の詳しい内容についてお伺いをいたします。

　　次に、21ページの消防施設費の耐震性の貯水槽の新設工事の関係ですけれども、坂戸市で２基、鶴ヶ島で２基分の計４基分の工事ということですけれども、耐震貯水槽に関しては、国庫補助金が該当する事業ということだと思いますけれども、消防車両、耐震性貯水槽については補助がつくという認識ですけれども、当初からのこの国庫補助金を見込まない理由についてお伺いをいたします。

　　それと、あと防火水槽から耐震性の貯水槽に切りかえていく。計画に基づいて進められているものだと思いますけれども、この事業はいつから着手されて、現時点まできているのかというものについてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　長谷川指令課長、答弁。

〇長谷川正夫指令課長　最初の質問についてお答え申し上げます。

　　携帯・ＩＰ電話発信地表示システムの借上料についてのご質問にお答えいたします。携帯・ＩＰ電話位置情報通知システムにつきましては、携帯電話及びＩＰ電話から119番通報された場合に、通報者の位置が、119番通報時、地図と同時に通知されるシステムでございます。当消防組合におきましては、平成26年の９月の30日まで５年間の債務負担行為計画で運用しております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　それでは、鈴木議員さんの数点にわたるご質問の庶務関係、これにつきましては国庫補助金はをなぜ予算に組み込まないのかというご質問でございますが、こちらにつきましては、過去にも何度かご質問をいただいておりますが、構成両市とも相談をいたしまして、これにつきましては、仮に補助がつかなかった場合に事業が実施できないという観点から、予算には国庫補助金を見込まないで一応計上させていただいているものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　耐震性貯水槽になったのはいつごろからだというご質問でございますが、防火水槽につきましては、当消防組合では昭和48年から設置を行っております。平成６年度までは強度的には耐震性のある現場打ちの防火水槽が建設されておりましたが、阪神・淡路大震災の後の平成７年度からは、工期の短縮や工事の安全性を考慮し、二次製品による耐震性貯水槽になりました。

　　以上です。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　ＩＰ電話の関係ですけれども、携帯電話やＩＰ電話、総務省の発表によると、携帯電話に関しては2012年度で105％、人口普及率105％にまでなっているという発表もありました。近年、固定電話と携帯、ＩＰ電話の割合はどのぐらいになっているのか、お伺いをいたします。

　　国庫補助金の関係ですけれども、現時点でわかる範囲で結構なのですけれども、補助金の国の動向についてお伺いをいたします。

　　次、耐震性の貯水槽の切りかえのことに関してですけれども、防火水槽から耐震性貯水槽への切りかえ、これは昭和48年から始まったということですけれども、どの程度、坂戸、鶴ヶ島で耐震性の貯水槽への切りかえが進んだのか、その進捗状況についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　長谷川指令課長、答弁。

〇長谷川正夫指令課長　固定電話、携帯電話の割合ということの質問でございますが、平成24年につきまして、年間119番通報件数が8,816件でございました。そのうち、携帯、ＩＰ電話等位置情報システムが活用されました件数は5,518件で、全体の62.6％の増加傾向にあります。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　来年度の国庫補助金についてでございますが、来年度の貯水槽に関する国庫補助について、40立方メートル級耐震性貯水槽が該当する消防防災施設整備費補助金につきましては、今年度７億2,000万円でした。来年度は、閣議決定された総務省消防庁の予算案概要によりますと、別枠で配置された補助金がこの中に移行し含まれますが、約19億円になるようでございますので、少し期待しているところでございます。

　　当消防組合では、来年度につきましても、既に県の調査がありましたので、要望したところでございます。

　　貯水槽の耐震化の割合についてでございますけれども、平成24年12月末現在、防火水槽1,354基のうち、66.8％の904基が耐震化されております。

〇森田精一議長　ほかに。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第３号、坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算につきまして２点ほど質疑を行います。

　　まず最初に、今の関連で最初に質疑をしたいのですけれども、今、各地で防災訓練とか、防災の組織がつくられつつあるわけなのですけれども、耐震化にするのが、大体調整地域の新しい土地を取得した場所が多くて、古いところの旧団地の中の防火水槽というのがどうなるのだろうと、いつあけたのだろうとか、すごいやっぱり心配が多いようなのですが、そういったところの耐震化の改修というのはどの程度実施してきたのかということが一つ。

　　もう一つは、昨年の平成24年のときに質疑したときに、施設の管理、今年で40周年ということで、大変消防施設も古くなってきているものもあると思うのですが、もちろん建物も耐震化に構造を直しているというのはわかるのですが、やはり行く行くは40年から50年、60年ということになりますと、本格的な改修というか、建てかえも必要ではないかというような時期に突入するので、どうなるのかを質疑をしたときに、耐震の年度の年数とかの検討、なるべく早いそういった改修計画、目標を立てて、積み立てるとかそういう形になると思うのですが、そういう方向でやっていきたいというご答弁をいただいております。昨年度１年経過しまして、今年度はこうした予算については具体的には見当たらないのではないかなと。私の見方が悪いかもしれないのですけれども、この点についてはどういうふうに今年度検討なされているのか、お伺いしておきたいと思います。

　　もう一つは、主要事業の一覧表５ページで説明でいただきました。その中に、一番の重要なことは人員の拡充だと思うのですが、今年も195人の定員いっぱいということで、５人の退職者に対して５人採用というのが現実だと思いますが、平成19年からのを見させていただいても、減ったり増えたりで195人ぎりぎりのところで推移していると思うのです。こういった中で、条例定数の見直しというのは必要かなというふうに感じられるのですが、この点はどのように検討しているのかということでお伺いしておきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　耐震性貯水槽については、市民の安心・安全と消防水利の消防力の整備指針を充足させるため、財政状況等を勘案しながら計画的に設置、あるいは老朽化した貯水槽を更新していきたいと考えております。現在、区画整理地内の最低限の水利の確保、老朽化した20立方メートル貯水槽の更新、何らかの理由により撤去しなければならない貯水槽が発生した場合の補充設置、また用地が確保できれば水利不足地域の設置をしております。その結果、先ほどもお話したように、66.8％の貯水槽が耐震化されております。

　　以上です。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　ご質問の庶務関係につきましてお答え申し上げます。

　　まず、施設の整備の関係でございますが、こちらに関しましては、１年前にご質問をいただいております。そのときにもご答弁をさせていただきましたように、建物に対する明確な耐用年数がないような状況で、数の公平性を保つ目的で設けられた基準ということになりますと、減価償却資産の耐用年数というようなことになるわけでございますが、そちらを参考にいたしますと、一番古いこの消防本部庁舎が一応50年ということになっております。したがいまして、昭和48年に建設しました関係から、平成35年が一つの目安としてはそういった時期が来るということかなというふうに認識をしております。しかしながら、基本的には、その時期の財政状況、建物の傷みぐあい等も考慮しなければなりませんので、その都度、構成市と調整を図ってまいりたいと考えております。以上でございます。

　　続きまして、職員の定数の関係でございますが、こちらにつきましては、過去にさかのぼりますと、平成15年のときに消防業務の増大、特に救急件数の大幅な増大等に伴いまして、175人の当時の職員定数から現在の195人に改正をさせていただいて以来、その体制を維持しているところでございます。

　　また、管内の人口推移を見ましても、平成15年当時からこの10年間で約4,500人ほど増えているような状況であるようでありますが、特に高齢者の占める割合等も増えているとは思いますが、埼玉県内の消防本部の資料によりますと、消防職員１人当たりの負担人口の平均が、埼玉県内の消防本部の平均でまいりますと、886人ということでございます。当消防本部の負担人口は877人ということで、ほぼ平均値というふうになっております。このことから、構成市の財政状況等も考慮いたしますと、ここでの職員定数の増加は難しいものと認識をしております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。

　　確かに耐震化を進めてこられて、順次にやってこられたと思いますが、用地がないというケースが一番困るわけなのですね。今そういうケースが、結構古い団地にはあります。この間ちょっとお伺いしたところによりますと、道路が６メートル、４メートルあるわけです。その下に広げて地下にでもして、耐震化を今20立米を40立米にできないかなということで、それはやれるというふうな話もお伺いしておりますけれども、要望があれば、そういったところを検討してやっていかれるかどうかというのが一つ、耐震化の問題で。

　　次の施設については、ここで40年近くたっているわけで、今後すぐに建物を建てるといっても多額のお金を一挙に支出するということは大変困難だと思われますので、もうそろそろ基金積み立てみたいな形の準備をしていく必要があるのではないかというふうに私も思っていたのですが、もちろん当局もお考えのことと思いますが、そういった点についてはどのように今後考えておられるのかということが一つ。

　　それから、次の職員の定数なのですが、この問題については、確かに人口はそれほど伸びていないのはわかりますけれども、一挙に高齢化が進んでおります。それと、もう一つは圏央道ができました。車の流入が、非常に坂戸、鶴ヶ島は多いのではないかと思うのです。そういった点での事故とか災害件数というのが圧倒的に増えているということで救急車の出動も多くなっているのではないかというふうに私は思いますので、限りある職員の方の体力等幾らもってしても人数にはかないませんので、そういった点で少し考える必要があるのではないかなと私は思っているのですけれども、この点についてもう一度ご答弁をお願いしたいと思います。そうした外部の要件というのをどのように考えているかということも含めてご答弁をお願いいたします。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　貯水槽につきましてでございますが、老朽化した貯水槽20立方メートル級貯水槽を40立方メートル級貯水槽に更新する場合、敷地の関係がちょっと足らなくなるというようなことがございます。そのような場合、市当局とも調整いたしまして、道路に一部かかるところにつきましては道路の下を利用いたしまして40立方メートル級貯水槽に更新しているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　消防施設の関係でございますが、ただいまご質問のございました財政の関係のことでございますけれども、こちらは前回ご質問をいただいた際に、その後、構成両市のほうにも一応お聞きをいたしましたところ、構成市につきましても、施設の整備計画そのものは明確なものは特に定めていないということでございました。このことから、先ほどもお答えさせていただきましたとおり、基本的には必要に応じてその都度、構成両市と調整を図ってまいりたいというふうに考えております。

　　また、人員関係につきましては、ここで救急件数等もご承知のとおり伸びているような状況ではございますけれども、私どもといたしましても、救急隊、坂戸消防署、２隊体制にいたしまして、救急関係につきましてもなるべく所属間の負担の格差がないように図って、大分均衡化はしてきたところではございますが、そういった意味での職員の負担の軽減、あるいは学校研修等におきまして種々専門的な知識を身につけさせるとともに、そういった観点から職員に資質の向上を図ることによってその負担の軽減を図るというふうな措置もしているところでございますので、この定数につきましては、しばらくはまだこのままというような状況で考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再々質疑を行います。

　　ただいまご答弁いただきました。ちょっと問題が残っているのが施設の問題ですけれども、今インフラの問題が非常に国のほうでも問題になっております。あらゆる建物、インフラが老朽化して、それをどうするかということが緊急の課題だということで、ずっとここ数年言われているところですが、なかなかお金がないからということで積み立てしない、補修ができない。そういう中でいろんな問題が発生してくるということだと思います。やはり家でも私たち個人もそうですけれども、そこまで行く前に目標を立ててこの辺までにはこのぐらいということも含めてやっていく必要があるかと思いますので、重々の検討をお願いしたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　ほかに。

　　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第３号・「平成25年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」について、２点質疑をさせていただきます。

　　まず、１点は５ページ、債務負担行為でございますけれども、パソコンの借り上げ事業として平成26年から平成30年度まで2,924万9,000円ということで計上されております。歳出のほうでも今回借り上げ経費出ておりますけれども、計画的にパソコン等の借り上げをされていると思います。また、前回の補正予算の際にも、ＯＳでＷｉｎｄｏｗｓ７を、ちょうどその時期だということで購入されたというふうに伺っておりますが、今回こういった借り上げの中身について、あと計画についてご質疑をさせていただきたいと思います。

　　もう一点は、人事管理といいますか、今回も195名の職員ということで今質疑がありましたが、それらの今後大量退職等も加えまして、例えば救急に関しましては資格がなければ救急車に乗ることができないという、その辺の、あと救急救命士の予算についても計上されておりますが、それらの計画、中身についてご説明をいただきたいと思います。

〇森田精一議長　加藤次長、答弁。

〇加藤公司次長　ただいまのご質問の庶務関係につきましてお答え申し上げます。

　　債務負担行為の内容についてでございますが、こちらにつきましてはパソコン等借り上げ事業でございまして、平成13年度から行っておりまして、２カ年でパソコン等を導入しております。現在契約が履行中のものは、平成20年度及び平成23年度の契約を履行中でございまして、平成25年度には、平成20年度に契約したリース期間が満了することから予算計上をしたものでございます。主な内容につきましては、サーバー３台、パソコン39台、プリンター８台等の更新及び５年間の保守料でございます。パソコンにつきましては、全体で110台あるうちの39台が入れかわるということでございます。

　　また、ＯＳ等の更新関係でございますが、ただいまご指摘がありましたとおり、前回平成23年度の更新時にメーンサーバーを更新しておりまして、その際にＯＳをＷｉｎｄｏｗｓ７に更新いたしまして、ソフトウエアも更新しております。したがいまして、今回はＯＳ等の更新は予定しておりません。ＯＳ等更新する場合につきましては、メーンサーバーを更新する際に、あるいはまた全てのパソコンが該当になり経費もかかりますことから、支障のない範囲で更新することとしております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　お答え申し上げます。

　　救急隊に関しましては、まず救急隊員になるには、消防学校で約６カ月の初任教育を受け、その後専科教育の救急科で約２カ月間の研修を終了後、救急隊員として活動できるようになります。現在新採用される職員につきましては、そのような形で救急科の研修を進めているところでございます。救急救命士になるには、救急救命士研修所で研修を受けるわけでございますが、入所する要件があり、救急隊員として５年以上もしくは2,000時間以上の実務経験が必要でございます。研修所で７カ月の研修を受けた後、国家試験により資格を取得し、次に就業前教育として160時間の病院実習をしながら所属での研修を実施し、救急救命士としての活動を開始いたします。

　　当組合では、今後救急車に安定的に救急救命士一、二名以上乗車させ、市民の安心・安全を確保するため、また平成26年度からは定年退職を迎える職員もおりますことから、しばらくの間は毎年２名程度の救急救命士を養成していきたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第３号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第４号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第７・議案第４号・「埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第４号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第５号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第８・議案第５号・「埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第５号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会中の事務調査について
〇森田精一議長　次に、日程第９・閉会中の事務調査についてを議題といたします。

　　概要につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　お諮りいたします。本件を閉会中の事務調査とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は閉会中の事務調査とすることに決定いたしました。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時４６分

　　　　再開　午前１０時５６分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第10・一般質問を行います。

　　通告者は２人であります。

　　順次発言を許可します。

　　２番・松村和子議員。

　　　　（２番「松村和子議員」登壇）

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより２問にわたります一般質問を行います。

　　まず最初に、１つ目には救急救助の現状と体制についてということで質問いたします。一昨年の救急出動は、県内過去最多の30万件を超え、10年前の1.4倍に達したとのことであり、搬送先が見つからず30分以上動けなかった割合が、全国平均4.8％に対し、埼玉県は14.6％と全国一の悪い状態であったため、心配になり一般質問をさきにいたしましたところ、消防長の答弁は、この３年間を見ても救急搬送は増加傾向にあり、また現場滞在時間は60分を超えた方は93人で1.7％、これのほかにたくさんの答弁いただきました。とのことでありました。病院への受け入れ体制の整備については、メディカルコントロール協議会を通じ県に要望していくとの答弁をいただいてあります。あれから１年半が経過し、救急救助の状況は改善の方向に向かっているのでしょうか。ということでお伺いいたします。

　　（１）として、埼玉医大周産期母子医療センターを169床へ増築との報道がありますが、反面、医師、看護士が確保できず、稼働を中止した病院もあるとのこと、妊婦の緊急搬送の状況と受け入れ先の改善の見通しについてお伺いいたします。

　　（２）といたしまして、社会問題にもなっている救急車の受け入れ拒否の現状と改善についてお尋ねしておきます。

　　２つ目の質問です。消防隊員の惨事ストレスの対応についてということでお尋ねします。市民の命、財産を守る活動を続ける消防隊員にとって、日々緊張の連続であると思います。惨事ストレスは、悲惨な災害事故現場などに立ち会い、職務を果たせなかったと感じたり、心的衝撃を受けたりして起こる不眠、気分の落ち込み、フラッシュバックなどのストレス反応で引き起こされます。阪神・淡路大震災や東日本大震災、特に深刻であったことから、総務省消防庁も新年度から本格的に対策をとるとのことでございます。

　　（１）として、総務省消防庁の惨事ストレスの軽減支援策と組合の取り組みについて。

　　（２）として、惨事ストレスの状況についてということでお尋ねしておきたいと思います。

　　以上が私の第１回目の質問です。よろしくお願いいたします。

　　　　（２番「松村和子議員」降壇）

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

　　　　（石井利幸消防長登壇）

〇石井利幸消防長　松村議員さんからの２項目４点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。

　　最初に、救急救助の現状と体制に関する２点のうち、妊婦の救急搬送の状況と受け入れ先の改善の見通しについてでございますが、当組合における平成24年中の妊婦の搬送延べ人員は39名、そのうち、転院搬送が26名でございました。これらの方々は、全て１回の受け入れ要請で収容されております。

　　次に、埼玉医科大学総合医療センター周産期母子医療センターは、西部第２地域ＭＣ協議会に所属する基幹病院でもあり、指示、指導、助言等につきましても契約を取り交わしている、埼玉医科大学総合医療センター内にございます。ここにおきましてのＮＩＣＵの増床、重症ハイリスクの妊産婦や新生児の受け入れ体制の強化は、当組合でも大変期待し、また市民にとりましてもまことに心強いところでもございます。また、隣接する毛呂山町の埼玉医科大学病院にも産婦人科、ＮＩＣＵの受け入れ施設がございますので、当組合は、他の地域と比較いたしましても恵まれた環境にあるものと理解をしております。

　　次に、救急の搬送状況と医療機関の受け入れの状況でございますが、平成24年中の出場件数は6,724件で、搬送人員は5,997人でございました。このうち、１回目の収容依頼での搬送は4,312人、全体の71.9％、同じく２回から３回では1,158人、19.3％で、残りの527人、8.8％は、４回以上となります。１回目の収容依頼での搬送人員の割合は、平成23年度は68.3％でしたので、3.6％改善されたものと理解をしております。

　　また、受け入れを断られる主な理由は、処置困難、ベッド満床、専門医不在などでございますが、最終的にはいずれかの医療機関に全て受け入れをされております。このような中でも医療機関への連絡回数が21回、要請から搬送病院先が決定するまで２時間50分も要したという救急事案も発生しております。これは70代の女性の一般負傷によるもので、受け入れを断られた理由といたしましては、手術中２回、ベッド満床３回、処置困難４回、専門外11回で、この方の傷病名は、左股関節痛で中等症でございました。

　　次に、医療機関の受け入れの改善でございますが、当消防組合だけの問題ではございませんので、埼玉県消防長会や埼玉県メディカルコントロール協議会等を通じて県に要望しており、県でもこの状況は認識しております。

　　また、県では、現在稼働しております救急医療情報システムの更新を検討していると聞き及んでおりますので、これらが反映された新しいシステムの構築を期待するところでございます。

　　次に、消防隊員の惨事ストレスの対応に関する２点のご質問でございますが、総務省消防庁の惨事ストレスの軽減支援策といたしましては、消防職員等を対象とした惨事ストレス対策として、平成15年度に緊急時メンタルサポートチーム派遣要綱を定め、各消防本部の求めに応じて精神科医等の専門家を派遣し、必要な助言等を行う体制が構築されているところでございます。

　　また、平成24年６月に大規模災害時に係る惨事ストレス対策研究会を発足し、現在までに３回の研究会が実施され、検討がなされている状況でございます。今後、この研究会の会議結果及び報告等をもとに、さらにこの対策が進んでいくものと考えられます。

　　さらに、最近の新聞報道等では、まだ具体的内容が示されるに至ってはおりませんが、来年度から都道府県ごとに精神科医や臨床心理士ら専門家を１人以上配置し、各消防学校で研修会を開催する等の記載があったところでございますので、この制度の普及が期待されるところでございます。

　　続きまして、当消防組合の取り組みでございますが、職員の惨事ストレスに対する認識を高めることを目的に、パンフレットの配付、ＤＶＤの視聴等を行うとともに、各種研修等に参加し、この認識を深めているところでございます。

　　また、惨事ストレスが懸念されます災害が発生した場合には、地方公務員安全衛生推進協会、職員の現場活動に関するストレス対策フォローアップ研究報告書で提示されている、ストレスによるＰＴＳＤ予防チェックリスト等を参考にして対応を考えているところでございます。

　　今後におきましても、惨事ストレスが懸念される災害が発生した場合には、国、県及び各関係機関との協力を得ながら積極的に対応してまいりたいと考えております。また、国の動向にも注視し、惨事ストレスに係る研究会等が開催されました場合には、積極的に職員を参加させて対応してまいりたいと考えております。

　　次に、惨事ストレスの状況についてでございますが、東日本大震災時、緊急消防援助隊として派遣活動した当組合の隊員につきましても、帰署後すぐに各所属におきまして所属長等による面接を行い、隊員個々に聴取しました結果、異常が認められた隊員はなく、継続的に注視している現在におきましても、異常な所見が認められた隊員はおりません。

　　また、他の災害のおけます惨事ストレスにつきましても、異常な所見が認められる隊員は発生していない状況でございますが、今後、惨事ストレスが懸念される災害が発生した場合には、関係機関の協力を得ながら適切に対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

　　　　（石井利幸消防長降壇）

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質問を行います。

　　心配されていた東京都に依存するとか、埼玉県は非常に県内での妊婦受け入れ状況というのが問題になったわけですけれども、全国的な問題とは当組合の管内の状況というのはまた違って、埼玉県でもさいたま市とか所沢とかそういうところは不足するけれども、この西部地域は不足していないというふうには思っていましたが、昨年度、まだ開設していないのに、26名が１回で受け入れられたということはよかったなというふうに思います。今度メディカル、こうした救急センターが開設されてベッドが1.8倍で169床だということですから、世界一のものができるということで、本当によかったなと思っています。

　　片や一般の救急の状況というのは、改善はされてきつつはありますが、まだ厳しい状況だなと思います。新聞報道を見ると、医師と看護師が圧倒的に不足しているということで、派遣センターもつくりたいようなことも言っていましたが、命の問題で特殊な事情だと思いますが、今の２時間50分待っているということは、はっきり言って惨事ストレスというのはこういうときにも生じると思うのです。その人が苦しんでいなければいいけれども、すごい苦しみようだったり、救急車ですから緊急の事態でいろんな場面に出くわせるということになると思いますが、そういった残りの8.8％、４回以上ということで、解消するためにも、今後ともメディカルセンターを通じて、またほかの場所を通じてでもこうした受け入れ体制による拒否がないような体制を、埼玉県とともに全消防も団結して解消していくということは、市民の本当に願いであると思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　　次の消防隊員の惨事ストレスの対応なのですけれども、今、消防長のほうからもご答弁いただきました。埼玉県に１名派遣をするということは決まったようですけれども、消防庁も懸案に本腰を入れるということについては、大惨事だけではないというふうに感じたのです。というのは、その中に、隊員や家族に起き得る症状について家族向けに説明する体制の準備もするのだということもあります。これはインターネットで引いてもそのことについては大きく出ていますので、これは実施されるのではないかと思います。あとは、現場に専門家を派遣して個別面談を通じて不安を取り除くとか、緊急時のメンタルサポートチームを増員するとか、こんなふうな５項目ほどをもとに今後やるということについては、日常的にあるからというふうに私は受けとめたのです。大惨事は特に、九十何％の隊員がストレスを受けているということですから、通常でも、感受性の差はあってもあると思います。

　　それで、できたらで結構なのですが、そういった家族向けのも含めて消防体制を組んでいくということはもちろん実施されると思いますが、それが一つと。

　　もう一つは、惨事ストレスが通常の救急と事故と火事、今言った病気というふうにありますけれども、そういったときにも感じるということについて、やはりアンケート調査。いいのか悪いのかわかりませんけれども、無記名なアンケートでなければ答えられないのかどうなのか私はよくわかりません、消防体制は。だけれども、本来ならば記名でも、こういうことがありましたよというのが通常ではないかと思いますが、そういったアンケート調査を今してないような話なのですが、そんなことは絶対ないと思うのです、人間生きていますから。そういったストレスを感じる、夜眠れなかったとかそういうことがなかったかとか、惨事ストレスの状況についてのアンケートなどは実施されてはいかがでしょうかと思いますので、この点についてご答弁をいただきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。

　　ただいま松村議員さんからアンケートなどをとったらどうかと、このようなご質問がございましたが、アンケートということではなくて、通常我々は、寝食をともにした職員がおります。その中には管理職も当然泊まっておりますので、その者たちがその日常を常にチェックするようなことで、何かありましたら声がけ等をするような状況をつくっておりますので、特に職員一人一人にアンケートをとるというようなことは、現在のところは考えておりません。

　　また、惨事ストレスの対策と申しますのは、当組合だけでできる問題ではございませんので、産業医、それから関係機関等々とよく相談をしながら適切な対応をとってまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　まだ答弁が１個出ていないのです。家族にも起きる症状についての対応策を考えているようですけれども、その点についても答弁をお願いします。

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

〇石井利幸消防長　大変失礼いたしました。

　　その家族に対する関係につきましては、現在のところ、具体的な対策をとっているわけではございませんけれども、今後総務省等から具体的な指針等が出されると思います。その出されるのを待ちまして今後対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再々質問を行います。

　　ただいま答弁いただきました。これは何とも言えないのですけれども、感じるということについては、外に出して言える人と、言えない人もいると思うのです、言葉に出したりとか。そういう個人個人、個人差があって、そういう中で上司に言えないこともあるかもしれません。もう話ができないかもしれません。それはやはりそれだけのストレスを受けると、はっきり言って消防とかこういう組織というのは上下関係が厳しいのです。私は入ったことないからわからないけれども、そんな気がします。ですから、言えない場合があると思うのです。そういう中で、やはり今回は現場、特に個人家族にまで広げてそういうストレスをどう取り除くかということを、今総務省が全国的に考えようというところにきたということは、私は画期的なことかなと思って感心したのですけれども、今まではそういうことが放置されてきたと思うのです。放置はされていないけれども、余り真剣に考えられてこなかった。やはり今後は真剣に考えて、今までにも結構お休みの人とか病気の人とか出たわけですから、そういった関係も含めて。こうなりますと、無記名ですね。管理職の人に言えないとなったら、記名して言ったら問題になってしまうのだから、無記名でもアンケート調査などして状況調査はする必要があるというふうに思いますので、もう一度答弁をお願いしたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

〇石井利幸消防長　お答え申し上げます。

　　今までのところ、家族の状況と申しますのは、職員本人を通じてしかなかったわけでございますけれども、今後につきましても、総務省からの指針が出ますので、それらに基づきまして適切に対応してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　次に、６番・山中基充議員。

　　　　（６番「山中基充議員」登壇）

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充です。議長より発言の許可をいただきましたので、一般質問を行わさせていただきます。

　　救急搬送の現状について。2010年、東京都救急搬送の実態調査によると、医療機関に搬送された時点で救急患者の半数以上54％が軽症と診断され、続き入院が必要な中等症が36％、命の危険が強い重症以上は９％でした。また、救急隊が出動指令を受けてからの医師に引き継ぐまでの搬送時間の平均は51分でした。

　　（１）、埼玉県、坂戸・鶴ヶ島消防組合での状況についてお伺いいたします。

　　ア、救急搬送での患者の状況について。

　　イ、搬送時間について。

　　（２）、埼玉県、坂戸・鶴ヶ島消防組合での対策、取り組みについてお伺いいたします。

　　ア、搬送時間短縮への取り組みについて。

　　イ、トリアージの導入について。

　　続いて、２番目としてドライブレコーダーの導入についてお伺いいたします。車で走行中の動画を記録できる装置ドライブレコーダーの運用を神奈川県警ではスタートさせています。ドライブレコーダーの緊急車両への導入についてお伺いいたします。

　　続きまして、救急支援の消防車のサイレンについてお伺いいたします。

　　愛知県江南市消防本部では、救急支援で消防車を出動させる際のサイレンを救急車と同じに変えています。火事と区別するために、当組合ではカンカンとなる警鐘は鳴らしておりませんが、火事と同じサイレンであり、誤解を招きかねません。特に消防車のサイレンに厳密な規定がない中、２つのサイレンを使い分ける必要があると考えます。

　　ア、消防車の消火と救急支援の出動状況について。

　　イ、サイレンの使い分けについて。

　　以上で１回目の質問とさせていただきます。

　　　　（６番「山中基充議員」降壇）

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

　　　　（石井利幸消防長登壇）

〇石井利幸消防長　山中議員さんからの３項目７点にわたりますご質問に順次お答え申し上げます。

　　最初に、救急搬送の状況に関する４点のご質問のうち、傷病程度別搬送人員の状況でございますが、埼玉県内におけます平成23年の搬送延べ人員は26万7,745人、そのうち、重症以上が２万7,962人で全体の10.4％、中等症が９万438人で33.8％、軽症が14万9,261人で55.7％となっております。また、当組合の23年の状況は、搬送延べ人員5,752人、そのうち、重症以上が528人で9.2％、中等症が2,130人で37％、軽症が3,094人で53.7％でございました。平成24年の状況につきましては、埼玉県の数値が出ておりませんが、当組合では、搬送延べ人員5,997人、そのうち、重症以上が614人で10.2％、中等症が2,258人で37.6％、軽症が3,125人で52.1％でございました。

　　次に、搬送時間についてのご質問でございますが、119番通報入電から病院等に収容するのに要しました収容平均時間は、平成23年中の埼玉県で43.6分、当組合では45.7分でございました。平成24年中の当組合につきましては45.5分となり、前年比で0.2分の短縮となったものでございます。

　　次に、搬送時間短縮への取り組みについてのご質問でございますが、県内では、当組合も含めまして埼玉県広域災害救急医療情報システムが運用されております。当組合では、このシステムを救急隊が朝と夕方の２回、その日の病院情報を収集出力し、救急活動の傷病者の受け入れ、医療機関を選定する際の参考とし、受け入れ要請回数や選定時間を減らすための有効な手段の一つとして活用しております。

　　県では、現在稼働しております救急医療情報システムの更新を検討していると聞き及んでおりますので、これらが反映されました新しいシステムの構築を期待するところでございます。

　　次に、トリアージの導入についてでございますが、救急出動件数が増加の一途をたどる現状におきまして、その半数以上を占める軽症者に119番入電時に救急車以外の適切な方法により医療を受けていただく、いわゆるコールトリアージは、不必要な救急出場を減らす観点から、極めて有効な方策であると認識をいたしております。しかしながら、直接傷病者の観察が行い得ない状況下でその傷病程度を判断することは非常に難しいこともあり、横浜市消防局で導入されているのが現状でございます。

　　このようなことから、県におきましては、これを補完する手段といたしまして、医療機関の案内事業や＃8000番の小児救急電話相談事業を行っておるところでございます。また、当組合におきましても、市民の皆さんに救急車の正しい利用方法について、種々の機会をとらえまして広報を行うとともに、昨年、ＪＲＣ蘇生ガイドライン2010が示されましたので、119番受信時に必要な口頭指導要領をこれに沿ったものに改正して対応しております。

　　さらに、救急現場サイドといたしましては、傷病者を適切な医療機関へ搬送するため、外傷、脳卒中、意識障害等の事案別に設けられました研修会等に職員を積極的に参加させ、隊員のスキルアップを図り、より良い市民サービスができますよう努めておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　次に、ドライブレコーダーの救急車両等への導入についてでございますが、当組合では、平成23年度に更新いたしました東救急１号車から導入を始めております。

　　また、近隣消防本部の状況でございますが、比企広域消防本部では平成25年度に救急車全車に装備予定で、川越地区消防局では平成24年度に救急車全車に装備、入間東部地区消防本部では平成20年度から救急車更新時に装備、西入間広域消防本部では導入予定はないとのことでございます。

　　救急隊は、通常隊長以下３名で活動しておりますが、傷病者管理を２名で行わなければならない状況下では、指揮者が走行中に席を離れざるを得ない場合が多々ありまして、ドライブレコーダーは安全管理上有効なものであるとの認識をしております。

　　このようなことから、今後におきましては、現在運行中の救急車につきましてもなるべく早期に装備してまいりたいと考えております。

　　また、救急車以外の車両につきましても、車両の更新時等を見て計画的に装備していきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　次に、救急支援の消防車のサイレンの件でございますが、最初に消防車の救急支援、いわゆるＰＡ連携につきましては、平成22年が714件、23年が702件、24年が399件で、24年は災害出場694件中の約６割を占めるものでございます。

　　また、これらの出場に際しましてのサイレンの使い分けにつきましては、火災出場以外は明確な基準等がないのが現状でございますが、当組合におきましては、両市の広報紙及び両市ホームページ等で市民に周知し、平成16年４月から、救急支援出場時はサイレンの吹鳴のみとすることで現在に至っております。

　　また、議員さんご提言のサイレンの音の変更についてでございますが、愛知県江南市消防本部では、市民から火災と勘違いしたとの苦情が絶えないため、総務省消防庁と協議の上、平成24年４月から実施をしているようでございます。

　　なお、同県豊明市消防本部では、消防車の救急支援の際に使用していたピーポーサイレンを平成19年３月に取りやめ、現在は当組合と同様なウーウーのサイレンのみになったと聞いております。

　　いずれにいたしましても、消防車のピーポーサイレンの吹鳴につきましては、まだ一般的とは言えない状況でございます。したがいまして、この導入にはさらなる検討が必要と考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

　　　　（石井利幸消防長降壇）

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。それでは、再質問を行わさせていただきます。

　　一問一答をまだ導入されておりませんので、総括的に質問をお願いしたいと思います。

　　救急搬送の現状についてお伺いいたしました。救急搬送の際には、現状の時点ですと、日に２回、医療機関等の情報を持って現場に行く。ただ、現場でその状況を見なければ、実際に判断ができない。つまり、現場で対応をせざるを得ないということで、なかなかそういったものが難しい。そこで、前回も佐賀ネット等のそういった場合でオンタイムの情報が素早く入るシステム等についてご質問させていただきましたが、これは先ほどご答弁ありましたように、県の救急システムに負うところが大でありますので、そういったものの状況を注視、私もさせていただいて、素早く対応していただきたい。

　　また、トリアージの導入についても、こちらのほうで聞くだけで、「あなたはちょっと救急車を呼ぶまでもない」ということをこちらのほうから言えるはずもないので、それはもう向こうのほうである程度判断し、そして自分たちで聞ける、さっきの＃8000番であるとか、そういうコールセンターのようなものを、これも県の対応に負うところが多いのですが、そういった部分である。そういったものについては、こちらの組合としてもできるだけ早急な県への対応を要望していただきたいなというふうに思います。

　　その中におきまして、当組合の状況として、最短の場合と最高に搬入時間がかかった場合、またそれらに対する対応について確認でお伺いをさせていただきたいというふうに思います。

　　続いて、ドライブレコーダーの導入についてでございますけれども、ご答弁によりますと、できるだけ早急にということでございまして、私自身もこれを取り上げたときに当組合ではまだ導入されていないかと思いましたら、１台導入されているということでございまして、順次というようなそんなニュアンスだったのが、こういった形で早急にということでございました。これはもうご意見としては、一般質問等、またこういった議会でよく要望で終わるというのがありますけれども、この前ちょっと調べてみますと、こういった場では意見は述べられるけれども、要望で終わるのはそれは間違いだというのを聞きましたので、しっかりとした私の意見として述べさせていただくのは、補正予算を組んででも早急に取り組むべしということでご提言をさせていただきます。

　　続きまして、救急支援の消防サイレンについてでございます。先ほどのこの議会中にウーウーというような音で出ましたけれども、耳を澄ましますと、カンカンという音がしませんでしたので、あれはＰＡ連携での出動だったのだなと。そういったことを知らないと、今ご答弁いただきましたように、圧倒的にというぐらいの数字でカンカンを鳴らす出動よりもウーウーだけの出動のほうが多いという状況の中で、このＰＡ連携についてご存じない市民の方、大勢いらっしゃいます。平成16年ぐらいに広報で広報されただけというふうに伺っておりますので、こういったことも踏まえてサイレンの使い分け、何千万もする消防自動車でありまして、これらのサイレンの設置するのは数十万で済むということで、その実際に使われている状況から見れば、こういった対応をするのはごく自然ではないかというふうなことで、これもご意見として申し上げたいと思います。

　　答弁といたしましては、今の救急搬送、その対応の状況について改めてお伺いした部分だけで結構です。

〇森田精一議長　石井消防長、答弁。

〇石井利幸消防長　搬送時間についてのご質問にお答え申し上げます。

　　平成24年中におきます119番入電から医療機関に収容するのに要しました収容所要時間で、最短は12分でございました。この内容は、80歳の男性が普通乗用車で走行中に医療機関の塀に衝突し頭部と頸部を負傷した事案で、現場直近の医療機関にそのまま収容できた事案でございます。また、最長は199分で、60代男性が頭痛と左半身のしびれを訴えまして、最初は２次医療機関に収容されましたが、処置困難のため他の医療機関へ転送することとなり、この収容先の確保に時間を要した事案でございました。

　　なお、収容所要時間で一番多かったのが31分から60分までで4,045人、67.5％、次が30分以内で1,035人、17.3％、合計5,080人、84.7％の方々が、119番の入電から60分以内で医療機関へ搬送されております。

　　当消防組合では、県の医療情報システム等を利用し、傷病者の受け入れ医療機関を選定する際の参考にしながら収容回数を減らし、時間短縮の努力を行っております。今後におきましても、県あるいは関係医療機関との連携を密にいたしまして、迅速な活動ができますよう努めてまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　以上で一般質問を終了いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　議員皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げる次第であります。

　　立春も過ぎ、梅の開花の便りも聞こえてまいりましたが、まだまだ余寒の続く折でもございます。議員各位にはくれぐれもご自愛をいただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようにお願いを申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のため発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　提出議案５件につきまして、慎重ご審議の上、いずれも原案のとおり可決をいただき、心から感謝を申し上げます。

　　それでは、11月議会定例会以降の各種事業及び火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。

　　はじめに、各種事業についてでありますが、１月６日には千代田公園を会場に「平成25年消防出初め式」を挙行いたしましたところ、議員各位をはじめ、消防職・団員及び関係11団体の参加者並びに一般市民の見学者を含め総勢約1,270人の出初め式となり、大きな成果を上げることができました。

　　次に、火災件数でありますが、昨年１月から12月までの１年間の総数は49件で、前年と比較いたしますと、11件の減となっております。このうち、建物火災は27件で、前年と比較いたしますと、８件の減となっております。なお、本年１月は５件で、前年比３件の増となっております。

　　次に、救急出場件数でありますが、昨年１年間の総数は6,724件で、前年と比較いたしますと355件の増となりました。これを月平均にいたしますと560.3件、また１日平均では18.4件となります。また、本年１月は637件で、前年比66件の増となっております。

　　ここに、議員皆様方のご理解とご協力をいただき、滞りなく本日の定例会が終了できましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げますとともに、議員各位におかれましては、健康にご留意され、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、御礼のご挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時３５分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成25年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
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